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研究成果の概要（和文）：　対人行動の認知制御、情動制御と適応との関係を、文化比較という観点から検討した。自
閉症乳児の泣き声は健常児の泣き声と比べ、人種（日本人、イタリア人）を問わず苦痛感を喚起し、それは高い声とリ
ズムの少なさという特徴によることを明らかにした。また人種の異なる成人と乳児の顔への情動反応（体温）では、人
種を問わず体温は乳児顔には高く成人女性には低くなるが、認知反応では人種差が見られ、日本人成人の顔に接近、白
人成人の顔に回避が見いだされた。
　さらに、米国、トルコ、マレーシア等との比較研究として、親の養育と幼児の制御の関連を検討しているが、日本以
外の各国のデータ収集を待ち国際比較を行う。

研究成果の概要（英文）：   This research project examines the causal relationship between "cognitive regul
ation and emotion regulation" and interpersonal adjustment from a cultural comparative point of view. The 
cry of ASD infant are perceived more distress than the cry of typical developmental infant, and the length
 of the pauses, and fundamental frequency determines listeners' negative perceptions.The facial temperatur
e (emotional response) on infant face is rise and temperature on adult face is down, regardless of the rac
e of face.On the contrary, in cognitive response, Japanese subjects want to be approach to Japanese adult 
face but avoid the Caucasian adult face.
   This research project also examines parental rearing and self-regulation of preschool children among Ja
panese, US, Turkey, Malaysia. We will analyze these data, after co-researchers of these countries collect 
their data.
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１．研究開始当初の背景 
社会的行動の認知・情緒制御研究を踏まえ、

人の適応におけるこれらの制御の生理学的
機能の解明をさらに進める必要がある。 
 また子どもの社会的行動や適応には子ど
もの認知・情緒の制御能力ばかりでなく、家
庭等の生育環境や親の養育などの環境要因
が影響しており、さらにこれら個人要因と環
境要因が相互作用的に影響していることも
考慮しなければならない。 
 それに加えて、子どもの仲間への行動、ま
た親の養育行動はその属する文化や価値観
にも影響されている。日本の親子関係や仲間
関係のあり方、特に親子関係の仲間関係への
影響の仕方は他の文化と異なるのかを比較
文化的な観点から検討する必要がある。 
 
２．研究の目的 
 本研究は適応や問題行動の発生に及ぼす
認知制御と情動制御という個人要因および
その生理機序を解明するとともに、養育行動
などの環境要因の影響、また個人要因・環境
要因の相互作用の影響を解明する。本研究は
海外の研究者と連携し、日本とイタリア、ま
た日本、米国、トルコ、マレーシアとの国際
比較研究の一環として行う。これによって、
文化的要因をも視野に入れながら子どもの
適応に及ぼす各要因の役割を明らかにする
ことを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 ５つの側面について以下の方法で行う。 
(1)認知制御・情動制御と適応 幼児の認知的
制御能力を社会的情報処理から、また情動制
御能力を情動刺激時の表情変化と体表音変
化から、さらに両課題遂行時の脳機能を測定
する。同時に仲間関係、適応行動について教
師からの評定を得る。また関連して、子ども
の認知制御、情動制御と仲間への適応に関す
る文献の翻訳を行う。 
(2)乳児の泣きへの反応 情動刺激としての
乳児の泣き声（自閉症乳児と健常乳児の２
種）への反応を日本とイタリアの成人を対象
に分析する。 
(3)乳児の顔への自律神経系機能 情動刺激
としての人の顔（乳児の顔と成人の顔）への
認知的反応（接近、接触判断）と情動的反応
（体表温）を、日本とイタリアの成人を対象
に検討する。 
(4)情動制御時の脳機能 情動刺激視聴時の
脳機能の測定を行う。また、情動と脳機能の
関連文献の翻訳を行う。 
(5)保護者の養育態度の測定 養育態度の比
較文化的検討のための質問紙を開発する。こ
れについては、米国、トルコ、マレーシア等
との比較研究として各国で並行して行う。 
 
４．研究成果 
 (1)社会的情報処理・情動制御と適応 
 子どもの個人特性の査定において、日米
比較を行うための査定用具の翻訳とそのバ
ックットランスレーションを行い、査定パ

ックを確立した。 
 幼児の情動制御機能の査定として、望ま
ない玩具をもらった時の表情制御と仲間関
係の関連を検討した。仲間関係の乏しい幼
児はネガティブ感情の抑制能力が弱い（ネ
ガティブ情動をより早く（図1）、多く（図
２）、長く表出する）ことを見いだし、論文
化した。 
 
 

 
図1 情動表出潜時（高群：仲間関係多、低
群：仲間関係が乏しい） 
 

 
図２ 情動表出数（高群：仲間関係多、低
群：仲間関係が乏しい） 
 
 また幼児の仲間関係、抑制能力、社会的
情報処理の個人測定データを収集した。海
外チームのデータ収集が終わった時点で、
国際比較データとする予定である。 
 また仲間関係と認知・情動制御に関する
専門書である「子どもの仲間関係：発達か
ら援助へ」を翻訳出版した。 
 関係性攻撃、感情的転回、幼児の情動制
御と適応に関するシンポジウムやラウンド
テーブルを国内学会で行った。 
 
(2)乳児の泣きへの反応 
 乳児の泣きという感情表出刺激に対する
認知を日本とイタリアの成人対象に検討し
た。自閉症乳児の泣きは、日本とイタリア
いずれにおいても健常乳児の泣きよりも苦
痛が大きいと認知され（図３）、また泣き声
からの乳児の年齢推定は女性では子どもの
有無による差はなかったが、男性では子ど
ものある方がより正確であった。イタリア
の共同研究者も検討を行い、ほぼ同様の結
果を得、国際学会で発表するとともに、国
際雑誌に採択され刊行された。 

 
 

 

 
図３ 乳児（自閉症児と健常児）の泣きへ
の評価 



 また、乳児の泣きに対する日本人とイタ
リア人成人の反応を検討し、その反応の違
いをTree based modelで分析した。日本人
とイタリア人の違いは泣きの反復への反応
であった。この結果は国内学会で発表し、
国際学会誌に採択され刊行された。 
 
 
 

 
 

 

 
 

 
 
 

 
 
 
図４乳児の泣きへの評価のTree based 
model 分析（日本人データ） 
 
(3)乳児の顔への自律神経系機能 
 日本人と白人の乳児と成人の顔刺激を見
る際の日本人女性を対象にしたサーモグラ
フによる情動反応測定を行い、体温変化で
は人種差は無く、乳児に対しては体温が高
くなり、成人女性に対しては体温が低くな
ること、しかし認知反応では日本人成人の
顔に対するポジティブ反応と、白人成人へ
の回避反応が見いだされた。さらにイタリ
アで追加実験を行い、その結果を含めて結
果をまとめ、2014年7月に開催される国際
乳児研究学会で発表予定である（図５）。ま
た論文にまとめ、国際誌に投稿予定である
。 

 
  
 
図５ 白人成人、白人乳児、日本人成人、
日本人乳児の顔への反応（A.体温反応、B.
ポジティブ感情、C.接触反応） 
 
 (4)情動制御時の脳機能 
 情動刺激提示時の脳機能の測定を行った
。また情動制御に関連して、扁桃体に関す
る書籍の翻訳を行い、現在編集中である。 
 
(5)保護者の養育態度の測定 

 保護者の考える幼児期に重要な体験を、
幼稚園教員、小学校教員と比較した結果を
論文化し、国内学会誌に採択され刊行され
た。 
 
 また米国で出版される２つの専門書の章
として、日本の父親の養育に関する研究の
展望を行い、それぞれ刊行された。 
 文化比較的養育態度測度の構築のための
基礎データを得るために母親、父親へのグ
ループインタビューを米国スタッフと共同
で行った。同様のインタビューは共同研究
者が、米国、中国、マレーシアにおいて同
様に展開した。これらグループインタヴュ
ーに基づく親の養育に関する質問紙を作成
し、バックトランスレーションを終え、最
終的な査定パックを構成した。そして、保
護者（父親・母親）への質問紙を実施する
とともに、母子の遊び場面の相互作用のビ
デオ観察を行った。これについては海外チ
ームのデータ収集がやや遅れているが、そ
れらと合わせてデータを報告していく。 
 家族と発達精神病理学に関するシンポジ
ウムを国内学会で行った。 
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